
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
名古屋での発表依頼があり、学会参加ならびに発表してきました。 
本学会で扱う透析療法は、大学病院や基幹病院の救急・ICUでの全身管理の重要な一翼をなす部門であ
り、自身も評議員の1人として会の運営に携わっております。 
 

“英語論文の読み方”という題目で、医学的な内容とは少し離れている内容でしたが、自身が経験してきた
日本とアメリカの生活間での感じた事や日本人が苦手とするアウトプットの重要性を話してきました。 
社会生活における日本人の奥ゆかしさも重要ですが、外科や救急領域では厳しい事実を伝えなくてはい
けない事も時に人を救う事があります。 
 

例えばガンでの余命宣告や救急領域での脳死宣告。説明を受けた本人やご家族のお気持ちを考えると本
当に申し訳ないと思う一方で、『これからの時間を考えるキッカケになりました』や『臓器提供をした事
でまだ子供は生きている』等のお話を頂く事もありました。 
 

現在も定期的に大学病院での手術や日本消化器外科学会における高難度手術に分類される高度先進医療
に従事しております。小さなクリニックではありますが、患者さんやご家族の気持ちに少しでも近づける
治療が提供できるよう、職員と供に頑張っていければと思っています。 
学会参加での臨時休業や診療時間変更等で患者さんにご迷惑をお掛けする事もあるかと思いますが、 
ご理解頂けましたら幸いです。 


